
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    
         

         
    

宣 
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国
民
健
康
保
険
は
制
度
創
設
以
来
、
我
が
国
の
国
民
皆
保
険
体
制
の
中
核
を
担
い
、
地
域
医
療

の
確
保
や
地
域
住
民
の
健
康
の
維
持
増
進
に
貢
献
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
高
年
齢
者
が

多
く
加
入
し
一
人
当
た
り
医
療
費
が
増
加
す
る
一
方
、
被
保
険
者
の
所
得
水
準
が
低
く
、
保
険
料

（
税
）
の
負
担
率
が
高
い
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
に
お
い

て
は
被
保
険
者
に
こ
れ
以
上
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
三
十
年
度
よ
り
新
た
な
国
保
制
度
が
施
行
さ
れ
、
都
道
府
県
が
財
政
運

営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
公
費
の
拡
充
に
よ
る
財
政
基
盤
の
強
化
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

我
々
国
保
関
係
者
は
、
国
保
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、
安
定
的
な
運
営
に
最
善
を

尽
く
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
国
保
が
抱
え
る
構
造
的
な
問
題
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
昨
今
の
物

価
上
昇
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
安
定
的
な
運
営
が
困
難
な
状
況
が
続
く
と
想
定
さ
れ
る
。 

 

こ
の
た
め
、
国
は
、
国
保
制
度
改
革
が
実
効
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
毎
年
三
千
四
百
億
円
の
公

費
投
入
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
な
ど
財
政
支
援
の
充
実
や
、普
通
調
整
交
付
金
の
所
得
調
整
機

能
の
堅
持
、こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
等
の
地
方
単
独
事
業
に
係
る
国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
の
早

期
全
廃
、
全
国
一
律
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
開
発
等
に
対

す
る
必
要
な
財
政
措
置
な
ど
に
つ
い
て
、
国
保
制
度
の
更
な
る
改
善
強
化
に
向
け
、
責
任
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

 

我
々
国
保
関
係
者
は
、
こ
こ
に
「
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
」
を
開
催
し
、
組
織
の
総
意

を
結
集
し
て
、
本
大
会
に
お
い
て
決
議
を
行
い
、
一
致
団
結
し
て
そ
の
実
現
に
向
け
断
固
邁
進
す

る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
る
。 

    

右 

宣
言
す
る
。 
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